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１.  はじめに 

2019年10月12日に上陸した台風19号に伴う災害後，

国土交通省は「流域治水プロジェクト」を提唱．近年

の気候変動による災害の激甚化，頻発化の被害軽減

を目的とした流域一帯の対策を推進している．流域

一帯で被害軽減を講じるとしても，甚大な洪水のコ

ントロールポイントとなるため河道での従来以上の

強力な整備，管理を並行して進めなければならない．

河道は土砂の流路でもあるため，通水が上手くなさ

れなければ土砂堆積する．土砂堆積によって河道の

地形も変化する．また，土砂の基質により土砂堆積し

た領域が樹林化する．土砂堆積による砂州形成，樹林

化が，河川生態系の繁栄の機能を持つ一方で，治水面

で河積減少に伴う洪水リスクの増加を促す．治水，河

川環境の保全の両面から効果的な管理を行うために，

土砂堆積，樹林化の要因を求め，適材適所の対応を講

じることが必要である．流域において特に注視しな

ければならない領域が，台風19号でも被害の多かっ

た河川合流部である．合流部はバックウォーターに

よる洪水リスクが高い反面，流速の衝突による土砂

の滞留が生じやすいため，多様な生態系が形成され

やすい環境場でもある．そのため，この領域における

特徴の把握は河川管理上重要な情報となりえる． 
先行研究において植生繁茂と砂州変動について分布

の規則性を大別し、河道の土砂特性を明らかにして

いるが，河川合流部における植生繁茂と砂州変動お

よび土砂の特性については把握できていない．以上

の背景を踏まえて，本研究では，河川合流部における

土砂堆積，植生繁茂の状況，土砂特性の解析に取り組

んだ． 
２．目的・対象領域 
 本研究は河川合流部おいて治水，河川環境の保全

の両面から効果的な管理を行うため，その支配要因

となる河川合流部の砂州，樹林の基盤情報，土砂特性

を情報化することである．情報を比較することで合

流部における特徴も把握できる． 
 対象領域は，令和元年台風 19 号によって甚大な被

害を受けた阿武隈川本川・支川の合流部である．  
３．解析方法，およびデータセット 

解析には，衛星画像，数値地理情報による地形データ

と現地調査結果，サンプリングした土砂の化学成分

を利用した．以下①～④に解析方法を示す． 
① 河川合流部の砂州分布 
② 支川・本川の勾配，河道の方向性の把握 
③ 特徴的領域の抽出と現地調査 
④ 物質的・科学的土砂解析 
 解析方法①では，阿武隈川本川・支川の合流部の土

砂堆積の状況を把握するために，衛星画像データ

（Landsat8）を用いて合流部の砂州を抽出した．撮影

期間は 2018 年 8 月～2018 年 10 月となっている。次

に抽出した砂州の面積と植生面積を取得し，植生被

覆率を導出した． 
 解析方法②では，支川・本川の地形特徴を明らかに

するため，河床勾配，河川合流角度を導出した．河床

勾配は標高データから断面図を復元することで得ら

れた．河川合流角度は衛星画像をもとに得られた． 
 解析方法③では①，②で得られた結果を基に，治水

管理において特徴的な領域を抽出し，現地調査及び

土壌サンプルの採取を行った．また，サンプル採取の

際は，外的要因を避けるために表層土壌を掘削し，

50cm 程度の震度で採取をした．  
 解析方法④では，③の調査地点で採取したサンプ

リングを用いて土砂の解析を行った．粒度分析に用

いた試験用網ふるいの呼び寸法は 4.000・2.000 ㎜・

1.000 ㎜・0.500 ㎜・0.250 ㎜・0.125 ㎜・0.063 ㎜であ

る．ふるい分け試験の結果から，粒径加積曲線を作成

し，均等係数や曲率係数を導出することで粒度特性

を把握した．科学的な分析では，有機質分を同定し

た．TC・TOC 測定を実施して有機質分は求められた． 
 ①～④を実施して合流部の特徴を把握するととも

に，先行研究の土砂データも含めて総合解析を行い，

特徴を求めた． 
４．解析結果 
4.1 河川合流部の砂州形成 
 阿武隈川流域における主要な合流部25地点におい

て砂州分布，植生面積，植生被覆率を見た結果を図 1
に示す．中流部，下流部の広瀬川，荒川，大森川，釈

迦堂川の 4 地点で面積の大きい砂州が見られた．こ

の 4 地点の中で，荒川，大森川，釈迦堂川で植生面

積が大きかった．また，植生被覆率のみに着目すれ

ば，阿武隈川中流部で植生被覆率の高い砂州が多く

見られた．このことから阿武隈川中流部の土砂には

植生繁茂を促進する有機質分が多い可能性が示唆さ
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れた．一方，その他の領域では有機質分が合流部にと

どまらず，流出している可能性が考えられる． 

  

 
 
4.2 支川・本川の河床勾配，河道の方向性の把握 
 合流部 25 地点において合流点から 1km の本川・

支川の河床勾配を導出して砂州面積，植生被覆率と

の関係を示した結果を図 2 に示す．支川・本川とも

に河床勾配が大きい上流部では，砂州形成が乏しい

ことが分かった．しかし，中流部や下流部では河床勾

配による砂州形成の関係性が成立しない．しかし，中

流部，下流部は平地であるため，河川状況により敏感

に砂州が変化すると考えられる．また，衛星画像から

合流形状を鋭角型，蛇行型，直線型の 3 つに分類す

ることができたが，土砂堆積との特徴的な関係性は

把握できなかった． 

 

 
 
4.3 重点領域の現地調査 
 阿武隈川と合流する堀川，社川，釈迦堂川，谷田

川，の４地点を特徴的領域として現地調査を進め

た．植生は草本類に富み，社川よりも下流からは木

本類も確認できた．阿武隈川本川では社川よりも下

流側が樹林化する境界になる結果を得た． 
4.4 物質的・科学的土砂解析 
 今回調査した 4 地点でふるい分け試験を実施し出

た結果から作成した粒径加積曲線を図 3 に示す．釈

迦堂川，谷田川では砂を多く含む土砂で，堀川，社

川は砂に加えて礫も多く含む土砂であった．釈迦堂

川，谷田川では有機質分豊富に含むシルトがほか 2
地点より多く見られた．これから先行研究のデータ

を合わせて均等係数や曲率係数を導出し，結果を整

理する予定である． 
 TC・TOC 測定は有機質分が多く含まれるシルト

より細粒な土砂で行った．今回調査した 4 地点のう

ち，堀川，社川ではシルトが十分な量確保できず，

TC 測定ができなかった．これから 11 地点の TC・
TOC の結果を整理する予定である． 

   
 
 
５.  考察 
阿武隈川流域合流部の砂州形成や植生被覆の特徴

を調査した結果，先行研究によって得られた河道内

の砂州形成，植生被覆の特徴とは異なる傾向がある

ことが分かった．この違いは，支川からの土砂が拡散

されやすい河川と，合流部で支川からの土砂が滞留

しやすい河川の特徴が表れていると考えられる．こ

のような特徴は地形に依存するだけではなく，地質

や土地利用，流況の変化など複数の要因が関わる結

果も得た．中流部は支川の上流にある急峻かつ火山

である吾妻山の土砂生産や，水田から流れ出る有機

質分が関わっているのではないかと考えられる．こ

れから粒度分析の結果とTC・TOC解析の結果をまと

め，合流部の特徴をより詳しく示す予定である． 
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図３ 粒径加積曲線 

図 2 河床勾配と砂州面積 

図１ 河川合流部の植生被覆率 
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